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会　長

京野　貞夫

こ
の
た
び
､
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
､
農

業
委
員
会
第
1
回
総
会
に
お
い
て
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
､
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
｡
誠
心
誠
意
職
務
に
精
励
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

さ
て
､
本
年
産
か
ら
｢
新
た
な
米
政
策
｣
が
始
ま
り
､
今
後
の

農
政
は
益
々
先
行
き
が
不
透
明
な
中
､
全
国
的
に
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
､
遊
休
農
地
等
の
増
加
が
深
刻

化
す
る
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
よ
う
な
中
で
､
農
業
委
員
会
は
法
改
正
に
伴
い
､
今
ま
で

の
業
務
に
加
え
､
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
や
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
･
解
消
､
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
｢
農
地
利
用
最
適
化
の

推
進
｣
が
重
要
な
役
割
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
､
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
｡

市
農
業
委
員
会
は
､
農
業
委
員
1
9
名
､
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
3
0
名
の
新
体
制
と
な
り
､
連
携
し
て
地
域
に
密
着
し
た
き
め

細
か
い
活
動
を
行
い
､
諸
課
題
の
解
消
へ
向
け
農
地
利
用
最
適
化

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

今
後
尚
一
層
､
行
政
や
農
業
団
体
等
関
係
機
関
と
協
力
を
深
め

な
が
ら
本
市
農
業
の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
､
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
､
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡
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いわぶちぜんいちろうやまだよしとたかのすすむ

岩渕善一郎　　山田　義人　　高野　進

岩月印　　　　綬Iii町　　　　山都町
(喜多方飽区全域) (塩川地区全域) (山都地区全域)

やまぐちこうしんすがいだいすけたかはしよしおみ

山口　孝信　　菅井大輔　　高橋良臣
はすめまきよし

蓮沼喜代志
上三宮町　　　慶徳町　　熱塩加納町　　岩月町

へ　(喜多方地区全域) (喜多方的区全域)(熱塩加納地区全域)(喜多方的区全域)

おおほりみえこきどけんじはせがわしょうじ

大堀美栄子　　木戸　賢治　　長谷III庄次

塩川町　　熱塩加納町　　　山都町　　　　高郷町
(塩川地区全域) (熱塩加納地区全域) (山都地区全域) (高郷的区全域)

たしろひろあきおおつやすおひらたきょういちさかいけんいち

田代宏昭　　大津康男　　平田恭一　　酒井健一

/_､　　高郷町　　　塩IIl町　　　　塩川町　　　　熊倉町

(高郷地区全域) (塩川地区全域) (塩川地区全域) (喜多方地区全域)

きょうのさだおさいとうすみこゆがみしげゆきあなざわかずひこ

京野貞夫　　駕藤澄子　　湯上重幸　　穴澤一彦
松山町　　　　山都町　　　　豊川町　　　　開架町

(喜多方地区全域) (山都的区全域) (喜多方地区全域) (喜多方地区全域)

蔑蠍を費rt,虐e I

鰯を衛第f:- eJ

景品窓聴撒き

譜窺鰹睦

ぎ相識<露若駒㊨

農
業
委
員
会
の
役
割

法
改
正
に
よ
る
新
た
な
制
度
の
下

任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
1
 
9
人
､

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
5
0
人
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
｡

全
国
的
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
､
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
や
集
約
化
､
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
･
解
消
､
新
規
参
入
の
促
進

な
ど
｢
農
地
利
用
の
最
適
化
｣
活
動

が
農
業
委
員
会
の
新
た
な
業
務
と
し

て
加
わ
り
､
農
業
委
員
と
推
進
委
員

が
連
携
し
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

農
業
委
員
会
は
､
公
的
に
認
め
ら

れ
た
唯
一
の
農
業
･
農
業
者
を
代
表

す
る
機
関
で
あ
り
､
農
地
の
権
利
調

整
や
農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど
農
業

振
興
に
つ
い
て
の
対
策
を
進
め
た
り
､

農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
､
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
､

関
係
行
政
機
関
に
対
し
施
策
改
善
の

た
め
の
意
見
を
提
出
す
る
な
ど
､
農

業
や
農
業
者
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

項
に
わ
た
る
広
範
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
｡農

業
委
員
の
業
務

【
業
務
内
容
】

①
農
業
委
員
会
総
会
に
出
席
し
､
農

地
の
権
利
の
許
可
等
に
係
る
審
議
を

行
い
ま
す
｡

②
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
､
指
針
を
作
成
し

ま
す
｡

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連

携
し
て
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
｡

【
任
　
期
】

平
成
3
 
0
年
1
月
1
 
5
日
か
ら
平
成
3
 
3
年

1
月
1
4
日
ま
で

【
業
務
内
容
】

①
農
地
の
出
し
手
受
け
手
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
､
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集

積
･
集
約
化

②
遊
休
農
地
所
有
者
等
へ
の
利
用
意

向
調
査
､
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
及
び
対
策

③
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

④
総
会
等
に
お
い
て
の
意
見
等
の
発
言

【
任
　
期
】

平
成
3
0
年
1
月
2
 
5
日
か
ら
平
成
3
 
3
年

1
月
1
 
4
日
ま
で

※
熱
塩
加
納
町
の
原
推
進
委
員
は
平

成
3
0
年
2
月
2
 
6
日
か
ら
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はなづみえいしおおやぎたかし

花積柴司　大八木孝
(三谷･上三宮) (吉川･上三宮)

さいとうせいいちきむらふじお

駕藤誠一　木村富士男
(碓国･部)　　(熊倉･都)

そえかわかずおいがらしかずまさ

添川和碓　五十嵐一正
(松雰家･豊岡) (新宮･山科･豊岡)

あくたがわともみ

芥川　知日

(松山町全域)

おのゆきおあなざわふじお

小野行雄　穴澤富志雄
(閲柴町全域) (関柴町全域)

さはらゆうじさとうきいち

佐原裕司　佐藤貴市
(-井･高堂太　(米窒･沢都
･旧喜多方)

こむろたつよしこばやしひろゆきいまいてるお

小室達良　小林博行　今井澄雄
(全知･四奈川･ (中屋沢･蓮･塩川)(中屋沢･窪･塩III)

大田木･塩川)

なまえひろやすたかはしげんいちろう

生江弘康　高橋源一郎
(山都町※2) (-ノ木･早稲谷

･朝倉･相III)

･旧喜多方)

とよここうき

豊子光害
(旧喜多方全域)

艦避襲環
紹　描

画謹醗
痛感　籠

岸鰹畿地離

籍甑熊擾銭函締

きくち　　　たかし　いがらしの′ぶゆき

菊地　貴　五十嵐信幸
(入日付･喜多方(宮津･橿野)
･大都)

たかくゆういち

高久祐一
(新合･都)

はらとしおやまぐちきよしえんどうこうき

原　敬男　山口　潔　遠藤光害
(宮川･旧朝倉) (加納･米岡) (相田･熱塩･山田)

はなみあつしはがまさたけたきぐちしんやすだしげる

花見　厚　着賀正武　瀧口信哉　須田　繁
(塩川町※1) (五合･常世･塩川) (天沼･吉沖･　(金橋･塩IiI)

遠田･塩川)

※の担当地区は以下のとおりです. 

※1小府根､三吉､源太屋敷､新井田谷地､新江木 
i ※2小舟寺､-jii､蓬莱､木幡(洲谷､jii隅) 

…※3木曽､広野､舘原､三ツ山､松ヶ丘､三澤合､ 

木幡(上林､下村) 

※4西羽賀､夏井､川井､大田賀 鷲 
i 豊豊､揚津､磐見､峯､塩坪､池ノ原､塩基罵 

さとうこうしんいしかわたかし

佐藤光伸　石川　高
(高郷町※5)　(高郷町※4)

わたなべけいき

渡部啓樹
(山都町※3)

繁
る
底
　
止
雲
書
棚

議
騒
擾
　
熊

寮
8
区
　
慶
徳
馳

駆
出
脚

翳
掴
畷
　
凶
報
駆
)

～

･
議
纏
図
　
旛
翻
撤

i
第
5
区

第
7
区
　
豊
川
町
一

第
-
区

襲
騒
靂
　
麗
艶
聞

第
4
睦

祭
接
園
　
疑
義
聞

へ

第
9
区
　
熱
塩
加
納
聞

蒜
的
睦
　
塩
湖
珊

禁
書
~
函
　
曲
銃
猟
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原小大　山

熊堀　口

源研正雄守洋角健公裕

行一弘一男治正

高 ��● 辻�i-淑ii/i :ii-謹謳通報競流露韮諒r麗灘瞳演義話 I_ i算段艶麗雪閥謡駐亜お 

農地賃借料情報は農地法第52条に基づき､農

地の農業上の増進及び利用関係の調整に資する

ため､農地の保有及び利用の状況､賃借の動向

等農地に関する情報の提供を行うものです｡

賃借料の金額は､過去1年間の地域ごとの平

均額､最高額､最低額をお知らせしております

が､賃借料の設定は､各農地の状況及び特殊事

情等を勘案の上､貸し手･借り手双方で十分に

話し合い､設定するようお願いいたします｡詳

しくは､ 2月の市広報又は市ホームページに掲

載しておりますので､そちらをご参照ください｡

農業者のための越業者年金制度 
一関､11-/iii 

iiiii_蘭_I-.A,-.壷義曲.ii亜 
野 馨-漆--轟報詫離;;蕉羅灘 

i-､,.-m一 審徳望港への備えは寸分塔す妙? 

巷護の備えは.国際律義プ香ス 

臆露語年金』鰯雲琉睡すe 

現行の｢農業者年金｣は､自らが積み立てた保険 

料等(年金給付原資)ほより蒋来受け取る年金額が 
確定する安心の年金制慶ですo 

親裁醸鰭繊醒蘭㊨翁擬態陰誼蝿髄鞘 

①60歳未満であること 

②国民年金第1号被保険竃で菰ること 

(国民毎会保険潤免除書は除く) 

⑧年間60日以上､農業に従事していること 

籍常蔀の輔弼等 ○農地をお持ちでない方(醐穏吉.後継者)でも 加入できますo 

○積立方式の公的年金制度です○ 

080歳までの保証付きの終身年金ですo 

一〇納めた保険翻ま､金額雑念傑険料態隣締約象T.すo; 

:※農業書年金へのご加入を検討される方は､患協､農業委: 
;員､推進委員または農業委員会事務馬へご連絡く終着時 
(震業委員会事務局農政繚盛敬24年24-5務5) 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
∵
撥

本
年
1
月
の
農
業
委
員
任
期
満
了
に
伴
い
､

農
業
委
員
会
活
動
に
尽
力
さ
れ
､
本
市
農
業
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
農
業
委
員
1
 
7
名
の
方
々

が
､
勇
退
さ
れ
ま
し
た
｡
誠
に
お
疲
れ
様
で
し
た
｡

な
お
､
そ
の
う
ち
､
7
名
の
方
は
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
し
て
農
業
委
員
会
活
動
に
引

き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

江

　

花

岩

　

橋

清

　

野

長
谷
川

物

　

江

田

　

代

様
3
期
(
塩
川
町
)

様
1
期
(
山
都
町
)

様
1
期
(
高
郷
町
)

様
1
期
(
山
都
町
)

様
1
期
(
塩
川
町
)

様
3
期
(
高
郷
町
)

様
2
期
(
熱
塩
加
納
町
)

様
1
期
(
塩
川
町
)

様
2
期
(
塩
川
町
)

様
5
期
(
熱
塩
加
納
町
)

繊
引
続
き
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て

ご
尽
力

芳

　

賀

穴

　

溝

佐

　

原

添

　

川

豊

　

子

斎

　

藤

五
十
嵐

正
　
武
様
3
期

富
志
雄
様
1
期

裕
　
司
様
3
期

和
　
雄
様
2
期

光
　
害
様
1
期

誠

一

様

3

期

信
　
幸
様
4
期

(
塩
川
町
)

(
関
柴
町
)

(
豊
川
町
)

(
慶
徳
町
)

(
旧
喜
多
方
)

(
熊
倉
町
)

(
岩
月
町
)

農
業
委
員
会
で
は
､
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
･
集
約
や
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
･
解
消
へ
新
規
参
入
の

促
進
な
ど
｢
農
地
利
用
最
適
化
｣
　
の

推
進
の
た
め
､
各
担
当
地
区
に
お
い

て
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
連
携
し
て
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
｡

農
家
の
皆
さ
ん
の
　
｢
農
地
を
貸
し

た
い
･
借
り
た
い
｣
な
ど
の
要
望
を

お
伺
い
し
､
農
地
の
貸
し
借
り
を
仲

立
ち
し
た
り
､
遊
休
農
地
が
発
生
し

な
い
よ
う
今
後
の
営
農
方
針
を
お
聞

き
す
る
な
ど
今
後
､
各
農
家
に
お
伺

い
し
た
り
､
各
集
落
の
農
業
に
関
す

る
話
し
合
い
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

い
た
し
ま
す
の
で
､
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
｡

な
お
､
日
ご
ろ
か
ら
各
担
当
地
区

の
農
地
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
も

調
査
い
た
し
ま
す
の
で
､
農
地
周
辺

の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
､
ご
了
承
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

欄
間
~


